
別表 3 

当院で職員が実施している感染症関連検査、予防接種 

１ ＨＢs 抗体検査（必須） 

① すべての新規採用職員（臨時職員）に対し入職時にＨＢs 抗体検査を実施する。 

② 検査は原則、10mU/mL 未満を陰性と判断する。 

２ 麻疹・風疹・水痘・ムンプス抗体検査（必須：麻疹・風疹） 

① すべての新規採用職員（臨時職員含む）に対し入職時に麻疹・風疹・水痘・ムンプスの抗体検査を実施

する。 

② 免疫獲得状況の判断基準目安 

疾患 
検査 

方法 
抗体価陰性 

抗体価陽性 

（基準を満たさない） 

抗体価陽性 

（基準を満たす） 

麻疹 EIA 法 2.0 未満 2.0～15.9  16.0 以上 

風疹 EIA 法 2.0 未満 2.0～7.9  8.0 以上 

水痘 EIA 法 2.0 未満 2.0～3.9  4.0 以上 

ムンプス EIA 法 2.0 未満 2.0～3.9  4.0 以上 

３ ＱＦＴ検査（必須） 

① すべての新規採用職員（臨時職員含む）に対し入職時にＱＦＴ検査を実施する。 

② ＱＦＴ陽性者または判定保留者は、胸部Ｘ線撮影を行う。 

４ ワクチン接種 

① ＨＢワクチン 

（1） 上記「１ ＨＢｓ抗体検査」当該職員で検査の結果が陰性であった職員に対し接種する。 

（2） ワクチン接種は、１回目接種１か月後に２回目を接種し、１回目接種６か月後に３回目を接種する。 

（3） ３回目の接種終了後から１～２か月後にＨＢs 抗体検査を行い、10mU/mL 以上であれば免疫獲得と判

定する。 

（4） １シリーズで免疫獲得とならなかった職員に対してはもう１回のワクチン接種を考慮する。 

② インフルエンザワクチン接種 

（1） 接種対象者は、すべての職員（再任用、臨時職員含む）、委託職員など当院に勤務する職員とする。 

 


